
震度情報の精度（推計した震度と実際の震度との合致率）

推計震度分布図 実際の震度

平成１６年３月１日より公表開始（内閣府、気象庁）
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想定東海地震の監視能力
－東海地震の前兆検出の概念－

１１

各種の観測

地震・地殻変動

陸
側
の
プ
レ
ー
ト
と
海
洋
プ

レ
ー
ト
が
固
着
し
、
固
着
域

が
形
成
さ
れ
る

固
着
域
が
変
質
す
る

固
着
域
が
は
が
れ
る

前
兆
す
べ
り

前
兆
す
べ
り

東
海
地
震
発
生

東
海
地
震
発
生

◎地震活動の変化等 ◎歪計による前兆すべりの検出

応力蓄積 海洋プレートの
沈み込み

陸側のプレート

前兆すべりの
シミュレーション例



火山活動の監視能力

自治体等
関係機関

火山噴火予知連絡会

火山情報発表

２４時間監視体制火山情報の作成

24時間火山監視
火山活動の総合的診断

火山活動の総合的診断

データ解析

震動・空振・GPS・遠望
観測データ等の詳細解析

機動観測班

臨機応変な現地
観測体制の強化

平常時でも定期
的に現地観測を
実施

観測データは

リアルタイムで

センターへ　

活動状況の変化に応じ
要員を現地に派遣・駐在

火山監視・情報センター
（札幌、仙台、東京、福岡）

火山監視・情報センター
（札幌、仙台、東京、福岡）

傾斜計地震計

監視カメラ ＧＰＳ空振計

火山の専門家集団

・日常的には
　　総合的な活動診断結果に
　　基づく火山活動状況のわかり易い解説
・非常時は
　　防災対応に関する助言

テレビ会議システム等の活用

・観測データ、解析結果、研究
成果等火山活動の総合的診
断に必要な資料の共有

地方気象台等

迅速な発表

定期・随時に

現地観測

（電磁気観測や

　地熱観測等）　

磁力計
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日本の活火山（火山活動の監視能力）

１３

注）この他、海底火山や
無人の火山島があり、
それらを含め活火山数
は１０８である。



レベル 対応する火山情報

レベル５

（極めて大規模な噴火）

レベル４

（中～大規模噴火）

レベル３

（小～中規模噴火）

レベル２

（火山活動に高まり）

レベル１

（静穏な火山活動）

レベル０

（長期間火山の活動の
兆候なし）

火山活動度レベルの標準的モデル

広域で警戒が必
要。

居住地にも影響の
可能性があり、警
戒が必要。

火山周辺に影響が
あり、十分注意する
必要

火山活動の状況を
見守っていく必要

噴火の兆候なし

噴気活動や火山性
地震の発生がない

臨時火山情報

火山観測情報

緊急火山情報

イメージ

。

分かりやすい火山情報の提供（火山活動度レベルの導入）

１４

平成１５年１１月
より５火山に導入

(大島、浅間山、
雲仙岳、阿蘇山、
桜島)
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自己浮上式海底地震計による観測



「緊急地震速報」の提供
（平成１６年２月２５日
　試験運用開始）

　
２分

　 　
３分 ５分

　
３～１０秒

震度速報 津波予報緊急地震速報 震源・震度の情報

地震発生

防災初動体制
の確保

自動制御による
減災措置

避難

平成１５年度整備（東海・東南海・南海地域）
平成１６年度整備（東北・北海道）
後年度

千島海溝

日本海溝

南海トラフ

「緊急地震速報」の利用分野の拡大

鉄道対策

防災対策

交通対策

津波対策

利

用

分

野

の

拡

大
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計画（ケーブル式海底地震計）

既設地震計

ケーブル式海底地震計

ケーブル式海底地震計の整備とルート調査
（東海・東南海地震対策）
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